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γ
イ
ツ
濁
占
資
本
と
ペ
凡
リ
ン
六
大
銀
行

民
本
稿
は
組
問
論
議
第
六
十
七
種
第
六
蹴
所
哉
の
拙
稿
つ
ド
イ
ツ
金
融
資
本
の
構
造
的
特
質
H
」
に
ひ
き
つ
唱
つ
い
て
謹
表
の
議
定
で
あ
っ
た
が
、

健
康
上
の
理
由
に
よ
り
延
引
、
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
e

本
坑
へ
掲
載
す
る
に
あ
た
り
、
編
輯
ム
伯
郡
合
か
ら
、
制
滅
し
た
た
め
、
仔
論
に
不
整
一
な
面

を
生
じ
た
が
、
他
の
機
曾
に
補
足
す
る
と
と
と
し
た
い
。

た
だ
、
前
掲
拙
稿
「
は
し
が
き
」
の
た
め
に
、
夫
の
と
と
を
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。
鍵
鏑
産
業
を
構
成
す
る
も
白
と
し

τ、
右
の
四
工
業
部
門
を

島
げ
た
。
こ
れ
ら
は
.
『
生
産
お
よ
び
資
本
』
の
集
積
・
集
中
か
ら
生
じ
る
近
代
的
措
占
の
形
成
ま
た
は
「
金
融
資
本
」
の
形
成
を
基
準
と
す
る
場
ム
『

そ
の
展
開
の
鍵
錦
部
門
を
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
憲
議
資
本
の
段
階
を
「
金
融
資
本
」
の
段
階
へ
推
輔
せ
し
め
る
基
軸
を
な
す
部
円
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
Q

も
と
よ
り
、
そ
の
典
型
的
な
翠
達
を
と
げ
た
場
所
目
「
金
融
資
本
」
a

分
析
の
た
め
の
『
古
典
的
な
場
所
』
骨
区
富
山
胃
宮
律
伯
仲
Z)
〔
マ
ル
グ
ス

『
資
本
論
』
第
一
版
へ
白
『
序
吾
巴
〕
は
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
で
あ
る
@
ド
イ
ヲ
「
金
融
資
本
」
の
形
成
は
、
ア
メ
リ
カ
「
金
融
資
本
」
、
と
と
も
に

最
も
先
進
的
で
あ
っ
た
と
は
い
え
」
古
典
的
な
場
所
』
で
は
あ
り
え
な
い
。
乙
れ
は
.
鎚
鐙
産
業
の
護
連
が
ア
メ
リ
カ
町
一
場
合
の
よ
う
に
典
型
的
に
行
わ

れ
な
島
っ
た
恥
ら
で
あ
り
(
た
と
え
ば
、
ト
イ
ツ
石
油
工
業
の
場
合
}
ま
た
、
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
構
造
ょ
の
特
質
に
制
約
せ
ら
れ
、
近
伐
的
調
占
由

形
戒
に
耳
目
臥
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
た
b
ら
で
あ
る
〔
た
と
主
ば
、
ォ
ー
ベ
凡
シ
ユ
レ
ジ
エ
ン
由
よ
び
ザ
1
九
白
石
涙
H
鍛
工
業
日
費
、
本
集
中
H
濁
占
回

展
開
に
お
い
て
、
前
期
的
猫
占
と
近
代
的
調
占
と
の
重
盛
の
闘
係
世
、
ま
た
、
プ
ロ
イ
セ
シ
閥
庫
の
あ
る
い
は
政
府
の
大
き
な
役
割
な
ど
を
み
よ
百

第
七
十
一
省

人
O 

第
一
号

入
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化

主再
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業

‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、

グ
!
ル
染
料
工
業
を
基
軸
に

六
0
年
代
以
来
、
大
工
業
と
し
て
の
構
成
を
整
え
る
ド
イ
ツ
化
皐
工
業
の
資
本
集
積
集
中
過
程
白

特
質
、
そ
の
『
費
本
所
有
と
資
本
需
要
の
構
誼
』
に
認
め
ら
れ
る
特
殊
性
こ
そ
、
銀
行
資
本
の
役
割
に
か
ん
す
る
こ
れ
ま
で
の
分
析
に

M

別

.

‘

、

、

た
ド
し
て
、
偏
差
を
生
み
出
し
た
基
抵
な
の
勺
あ
る
。
さ
き
に
確
定
し
た
一
般
的
規
定
に
よ
れ
ば
、
調
占
段
階
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
エ

、
、
、
、
-
、
、
、

業
と
銀
行
、
と
ゐ
典
型
的
結
合
形
態
は
、
「
交
互
計
算
信
用
」
を
中
核
と
し
、
こ
れ
を
「
殻
行
業
務
」
お
よ
び
「
直
接
参
奥
」
に
よ
り
補

、

、

、

完
す
る
と
と
も
に
、
「
監
議
役
」
源
遣
を
も
っ
て
こ
の
結
合
を
表
現
し
さ
ら
に
深
化
す
る
点
に
あ
っ
た
。

L
か
し
な
が
ら
、
化
皐
工
業



の
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
交
互
計
算
業
務
の
稜
心
的
位
置
を
認
め
え
な
い
。

む
し
ろ
、
い
'
わ
ゆ
る
『
自
己
金
融
』
を
費
本
蓄
積
の
領
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ドイヲ化差異工業における自己金融の比重

(但L，上段四工業部門は1蜘年
下段四r主主割叩引土1907年基準。
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!: -)~;w:1\!'i I 79.689 53.881-57.024 45-38 69.316 5.345 8% 士

プム工業 72.779 oO.oo6 19 79.535 23.525 30% 

爆瑳物工業 67.301 31.187 54 55.633 20目指36% 

事物染霊 22.5 日3 59 31. 433 3.524 11% 

薬品工業 57.875 22.588 56 Il 79.64 18.719 24% 
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粁
と
す
る
に
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た
り
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本
質
湖
に
は
債
槽
者
工
業
の
尽
ロ
『
岡
田
白

耳
目
白

E
可
M
O」
と
し
て
の
親
知
を
う
け
る
性
格
を
有
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
第
一
衰
の
示
す
よ
う
に
、
少
数
の
例
外
〔
喪
服
州
一
一
一
甲
山
一
〕

を
認
め
う
る
に
せ
よ
、
明
ら
か
に
化
事
工
業
は
交
互
計
算
業
務
に

お
い
て
、
『
債
権
者
』
と
し
だ
脅
場
す
る
卦
静
を
有
し
て
い
る
o

交
友
計
世
界
信
用
が
資
本
調
達
の
た
め
の
基
軸
的
意
義
を
も
っ
て
い

な
い
と
す
れ
ば
、
「
務
行
業
務
」
し
日
「
自
己
金
剛
」
と
は
資
本
調

惑
に
七
円
い
て
ど
の
よ
う
な
比
重
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

m
 

第
二
士
宮
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ゴ
ム
工
業
部
門
以
外
で
は
、
す

べ
て
の
部
門
の
沓
本
調
達
の
温
牢
は
、
「
自
己
金
融
」
に
依
存
L

て
い
る
。
自
己
金
融
の
支
柱
を
な
す
積
立
金
の
止
置
は
、
最
も
輝

y

か
し
い
発
展
を
盆
げ
た
グ
1

ル
染
料
で
業
部
門
の
ほ
か
は
意
外
に

低
い
。
が
、
も
左
よ
り
秘
特
積
立
金
、
隔
地
犬
な
減
債
償
却
の
果
す

役
割
が
表
出
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
り
、
ノ
化
事
工
業
が
「
大
規

桟
に
な
L
た
資
本
段
下
は
、
本
質
的

rは
強
力
な
減
傾
償
却
に
よ

り
可
能
と
せ
ら
れ
た
」
と
手
込
町
即
附
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
な
の
だ
。

さ
ら
に
「
殺
行
業
務
」
に
よ
り
養
本
調
態
さ
れ
る
場
合
に
も
、
遮
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常
な
限
度
の
額
ー
を
規
則
的
に
賢
一
付
す
る
と
い
う
形
舟
と
あ
い
ま
っ
て
、

直
接
交
付
に
よ
り
消
化
せ
ら
れ
る
の
を
一
椴
的
原
則
と
し
て
い
た
た
め
に
、

ド
イ
ツ
濁
占
資
本
と
ベ
ル
リ
ン
六
大
銀
行
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占
資
本
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ベ
ル
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ン
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大
銀
行

第
七
十
一
翁

y、
四

第
一
号

1¥ 
四

ト士、ま
す
ま
す
狭
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
化
皐
工
業
の
資
本
集
積
・
集
中
の
過
程
に
た
い
し
て
銀
行
資
本
の
呆
す
役
割

自
ら
パ
ツ
シ

1
フ
な
内
容
を
も
つ
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
.
第
三
表
の
一
示
す
よ
う
に
、
務
起
業
務
の
過
半
が
途
行
せ
ら
れ
た
五

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
へ
か
け
て
の
時
矧
に
は
、
個
人

そ
の
の
ち
、
化
事
工
業
の
資
本
集
積
・
集
中
の
進
展
か
ら
濁
占
が
生
み
出
さ
れ
る
と
と

金
融
業
者
が
編
著
な
比
重
を
占
め
て
い
た
が
、

も
に
、
大
銀
行
主
連
盟
靖

T
る
脅
一
位
歎
は
屋
倒
的
優
位
を
占
め
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
個
人
金
融
業
者
が
大
銀
行
に
よ
り
排
除

せ
ら
れ
た
た
め
に
、
さ
b
に
、
銀
行
と
の
逗
繋
を
有
し
な
か
っ
た
脅
祉
が
大
銀
行
へ
漣
紫
す
る
に
い
た
っ
た
た
め
に
、
生
じ
た
の
で
あ

る
。
が
、
こ
の
場
合
に
殻
生
す
る
化
事
工
業
資
本
の
肱
ふ
恥
ホ
と
銀
行
資
本
の
拡
品
仇
宮
町
、
と
の
跡
4

臨
ま
た
は
か

ιの
具
体
的
形
騰
を
明

と
す
る
。

ら
か
に
し
、
銀
行
資
本
の
役
割
に
か
ん
す
る
行
論
に
具
体
的
内
容
を
も
る
た
め
に
は
、

各
部
門
別
に
さ
ら
に
立
ち
入
っ
た
分
析
を
必
要
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出
回
目
回
目
叫

国
O
回
目
白
宮
司
R
U
M
-
E自
器

F
E
Z
R
W
E
m
骨

同

居

p
g
m
m百
戸
【
闘
争
回
国
富
骨
同
島
市
再
R
F
E
Bぬ
百
MmnF自

E
E
m可
属

国
坦
仏
国
民
他
国
O
N
佐
町
己
HMmamロ
間
同
国
自
MH喝。胃・

]EH。
・
叩
・
同
盟
凶
ロ
a

叩・

H司
H

同
町
口
凶
-vod司
O
F
'
$記
'
印

AFJF
国
a
u
p
m・
]
5
F
ロ
ロ
品
目

HH叶・

同
・
口
日
『

o
d
z
p
同
Fa
印
A
H

同・

国
・
口
口
wvod40ア
同
宮
内
出
・
叩
]
戸
叫
一
回
司

回

目

E
V。
dqoF
み
民
団
a

]

戸
印
∞
区
出
血
印
・
一
日
。

32 36. 35 34 33 



化
皐
工
業
の
資
本
集
積
・
集
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
体
ふ
払
胤
b
u
払
私
よ
す
れ
ば
、
わ
け
で
も
グ
I
ル
染
料
工
業
、
加
旦
工
業
、
お

よ
び
爆
発
物
工
業
の
三
部
門
が
大
き
く
浮
び
上
っ
て
く
る
。
も
と
よ
り
化
事
工
業
の
場
合
、
生
産
過
程
の
技
術
的
蓮
闘
か
ら
務
生
す
る

属
大
な
『
脈
管
休
系
』
を
生
産
的
基
盤
と
し
て
発
立
す
る
濁
占
企
業
は
、
多
角
的
・
綜
合
的
経
営
を
特
徴
左
し
、

そ
の
生
産
物
は
多
岐

の
部
門
に
わ
た
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

』州開

A
9
1ル
染
料
工
業
部
門
V

養
本
集
中
の
所
産
で
あ
る
主
要
五
大
調
占
企
業
の
聞
に
、
さ
ら
に
一
九

O
同
作
、

問
販
資
技
術
交
換

債
絡
協
定
・
4
4バ

利
畑
分
間
を
五

0
年
聞
に
わ
た
り
協
定
し
た
二
大
イ
ン
子
レ
ア
セ

V

ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
成
立
を
み
て
、

こ
の
部
門
の
縞
占
が
確
立
し
た
。

一
万
で
は
『
パ
ス
こ
(
回
包

E

Z

E
ロ
目
占
ロ
品
目
。

E
F耳
目
昨
日

F
E司
官
官
常
旦

ヱ
ル
』

(
E号
自
営
耳
目
宵
自

g司
自
・
『
口
包
ユ
n
z
E宮
内
除
。
。

-
E
回目
UO広
島
且
)
お
よ
び
「
ア
グ
フ
ア
』

『
パ
イ

hhr・の・

2
円
〉
巳
ロ
ロ
ー

宮
町
ユ
}
s
t
oロ
日
国
司
『
回
)
の
同
に
、
他
方
に
は
、

『
ヘ
ヒ
ス
ト
』
(
司
司

U
S内
Z
E
E
-
冨

O
H
E
R
E
O
Fロ
切
除
回
同
自
吉
田
町

問。

nFE)
お
よ
び
『
カ
ツ
セ
ラ
』
(
司
『
日

ω
F
8
3
5
p
m
B
E
h
r
の
0
・
の
・
日
・
『
・
国

-
E
F
S
H内
E
E
P
冨
・
)
さ
ら
に
一
九

O
七

年
に
参
加
し
た
「
カ
レ
』
(
司
『
自
面
開
色
H
o
h
w
n
p
p・
の
・
山
口
開
拡
町
ユ

n
v
m
国
F)
の
聞
に
、
成
立
し
た
一
一
太
イ
ン
テ
V

ツ
セ
ン

イ

yhシ
ャ
フ
ト
が
「
ド
イ
ツ
グ
ト
ル
染
料
工
業
イ
ン
テ
レ
ヅ
セ

y
F
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
(
同
ロ
E
E
m
m
O盟国
ω言
。
E
R
E
P
ι
q
骨
且
a

m岳
自

寸

B
ユ
R
F
S
P
H
H
H
W何
回
)
へ
統
ん
さ
れ
た
一
九
一
六
乍
に
は
『
テ
凡
メ
l

A
』
(
の

F
E
M
U
S
O
司
同
町
司

O円日
nog司自・

4
司
。
問
。
?
宮
門
冨

S
E
が
、
そ
の
翌
年
に
は
『

r
u
I
-
ハ
イ
ム
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
』

(
Q
H面
白
nFO
司
ω耳
目
宵
の

2
2
F
E日
目
同
官
庁

可
自
由
ロ
型
自

μrp且
F
冨
・
)
が
参
加
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
八
曾
祉
は
-
九
二
五
年
に
成
且
す
る

ゲ

マ

あ
の
巨
大
濁
占
体
『
イ

コ
Y

ツ
ヱ
ル
Y

』(同・

c-P月
町
自
白
血

E
可問。
k
p
・
0
し
の
母
体
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
凋
占
企
業
主
大
銀
行
/

、
、
.
、
、

と
の
連
繋
を
、
監
査
役
を
指
標
と
し
て
検
す
れ
ば
、
「
ド
イ
ツ
銀
行
」

(UE見
R
F
O
田
昌
持
)
が
『

7
r
フ
ア
』
ヘ
ベ
グ
ル
ム
シ
ュ
グ
ッ
ト
銀

r 

ド
イ
W
J

濁
占
資
本
と
ペ
ル
n
p
y

六
大
銀
行

第
七
十
一
巻

1¥ 
五

第

号

1¥ 
五



第
七
十
一
巻

第

号

八
六

ド
イ
山
y

掴
占
資
本
と
ベ
凡

P
ン
六
大
銀
行

八
六

芭
(
ロ
向
日
切
広
告
。
門
図
書
宵
)
が
『

F
リ

1
1
ハ
イ
ム
a

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
夫
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
名
の
監
夜
役
首
席
を
保
持
し
て
い
る
の
を
認

め
う
る
に
す
ぎ
な
い
o

こ
れ
は
も
と
よ
り
殻
行
業
務
の
媒
介
の
ほ
か
に
、
銀
行
の
支
持
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、

資
本
蓄

積
の
最
ム
重
要
な
弧
粁
が
『
自
己
金
融
』
に
求
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

補
註

(
l
)
ζ

の
点
を
嘗
時
世
界
最
大
の
化
陶
酔
工
業
株
式
曾
枇
『
バ
ス
フ
』
回
遊
良
か
ら
併
見
し
て
み
よ
う
。
多
敏

の
小
企
業
の
合
同
か
ち
と
の
曾
祉
の
創
立
せ

ιれ
た
一
九
六
五
年
に
札
、
鰐
働
者
敏
=
一

O
人
に
寸
ぎ
な
か
っ
た
が
、

一
九
O
五
年
に
は
七
・

0
0一
七
人
に
達
し
て
い
る
パ
生
産
の
重
点
は
、
も
と
よ
り
タ
1

A
染
料
部
門
に
お
か
れ
て
い
た

が
、
き
ら
に
薬
品
H
霊
化
堕
H
お
よ
び
タ
ー
ル
蒸
海
の
鰭
部
門
を
も
包
括
す
る
に
い
た
り
、
そ
の
全
工
場
の
水
の
消

費
量
は
一
日
六
六
・
ニ

E
O
立
方
メ

1
1
ル

r及
び
、
ケ
凶
作
ン
市
の
四
0
・
0
0
0立
方
メ

1
ト
パ
を
凌
結
す
あ
ほ

E
の
生
産
規
模
を
有
し
て
い
た
。
ト
ー
ふ
る
震
展
の
過
程
に
、
一
九

O
一
年
ま
で
に
固
定
禿
本
へ
投
下
せ
ら
れ
た
六
千

、
、
、

九
百
九

f
四
万
百
七
十
三
マ
ル
グ
の
よ
っ
ち
、
す
で
に
六
七

%
H
四
千
四
百
五
十
三
万
四
千
六
百
七
十
一
マ
斗
タ
が
償
却
せ

ιれ
て
お
わ
、
さ
ら
に
株
式

、
、
、
、
、

平
田

r
'
'
'
'
'
-

賢
本
二
一

O
O万
マ
ル
グ
、
世
債
一

0
0
0万
マ
ル
グ
に
た
い
し
て
、
一
九
O
五
年
に
位
積
立
金
白
紙
は
株
式
資
本

門

担

め

ハ

4
'
q
s
p
v
J
F
V
E

目

是
酷
一
日

m
m
m
幻
一
と
同
額
に
述
L
t
い
h
。
臨
常
を
指
標
と
す
れ
ば
、
第
五
表
白
u

の
如
宮
高
時
中
を
示
し
て
い
る
。
資
本
蓄
積
の
主
要

E
R
M
一

一

槙

梓

が

官

己

金

融

』

に

あ

っ

た

ζ

と
は
、
以
上
の
点
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ

1

第

二

問

問

何

回

目

一

補

一

一

註

(E)
《タ

1
九
染
料
工
業
部
門
V

で
は
、
と
記
の
ほ
か
に
、
「
1

1

7

2

t

ン
銀
行
」
が
、

Z
に

に

胞

団

四

回

目

一

『

イ

I
L
-
-
コ
ン

2
2』
へ
包
括
さ
れ
た

n
Z
E
R
Z
吉
岡
町
o
m
n
g
z
H
F

ヨ
E
2
5

回
目
百
ロ
一
σ目
ロ
お
よ
び

h
D
1
自
:
Z
E
E『
F
E
E同
町
宮
口
巴
mm凶
w
q
n
F自
由
。
E

Z
の
ほ
か
に
、

n
Z
E
R
Z
E
V
H腎
E

B
ロロ
m
B

S
E
M・
4『
色
百
刈
司
E
L
h
F
口
OKF
の
'
田
旨
ヨ
ロ
mop
へ
吾
一
名
の
監
査
役
を
占
め
て
い
る
。
さ
ら
に
「
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ク
ト
銀
行
」
は
口

HHO目
E
n宮

司
m岳
町
野
口
】
E
ロ
ωFFRwbmv。
白
血
r
呂
町
〕
百
円
』
・
の
・
お
よ
び
口
『
自
E
R
F
5
出
正
門
町
0・
4
。
同
盟
国
・
一
区
出
品
回

P
5
0
2
E
回
目
UHHnE
へ
各
一
名
の

臨
査
佼
首
席
を
確
保
し
て
い
る
。
が
、
い
ず
れ
も
こ
の
部
門
の
基
軸
を
な
す
企
業
で
は
な
い
@
《
タ

1
4路
溜
工
業
部
門
M
V

の
最
大
の
曾
祉

国
耳
目
。
E
4
4
R
E
〉

m
g
H】O青
島
ロ
司
に
た
い
し
て
は
、
「
ペ
ル
ジ
ン
商
業
銀
行
」
が
監
査
役
首
席
二
名
を
確
保
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、

第 4表例う

『ノミスフ』の野働者数

一 一1865 3口人

1875 835ゲ

1885 2320ク

1895 4750ゲ

1905 7007ク



「
シ
ヤ
1

フ
ハ
ウ
ぜ
y
銀
行
」
が
監
査
従
一
名
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
ム
鶏
品
工
業
部
門
ヤ
で
は
「
ド
レ
ス
デ
ン
快
行
」
が
口
目
指
自
局
oro]JtZ宵

=
ロ
出
喜
血
E
伊
日
・

E
U
Z
E
B
u
c
o
u
o
h
w
m
O
K
H・C
-
戸
回
目
E
E
へ
、
「
ド
イ
ツ
銀
行
」
が
同
巴
・
回
目
旦
且
〉
・
日
・
自
国

E
5
へ
、
各

一
名
の
監
査
役
を
占
め
て
い
る
。
以
上
、
コ
一
部
門
で
は
、
前
述
の
タ
ー
ル
染
料
工
業
部
門
の
八
大
燭
占
企
業
白
生
産
力
一
が
基
軸
と
な
っ
t
お
り
、
銀
行

安
本
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
具
づ
た
様
相
聖
認
め
え
な
レ
。

E主

39 38 37 

回
目
m
m
o
p
S
主
的
。
回
目
ロ
印
。
詔

国
司
E
Bロ凹
n百円神田
-
U
5
開
口
問
項
目
。
医
自
民
骨
司

n
v
o
E
M
m
m
U
F
O
P
H
E
E
E
E
P
U
B
Z
n
F
E
E
Z
E
O目
T
r
z
H国
首
・
ド
由
。
∞
叩
同
盟

国
-
F
E
R
E
-
安
札
印
国
吋
j
印
民
∞
胡
図
的
。
Fロ
言
。
M
&
R
団
'
凶
器

， 

間

A
加
里
工
業
部
門
v
旧
日
脚
判
山
崎
託
制
球
時
都
〕
蜘
旦
工
業
の
出
宮
本
集
積
集
中
の
掛
程
に
お
い
て
、
銀
行
政
買
本
の
阿
世
す
役
割
は
グ

ー
ル
染
料
工
業
部
門
の
場
合
と
は
全
く
具
っ
た
様
相
を
示
し
て
い
る
た
め
、
特
に
と
り
あ
げ
て
分
析
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

-
八
六

O
年
の
フ
ラ
ン
ク
の
強
明
に
よ
り
礎
泊
を
お
か
れ
た
加
星
工
業
の
殻
生
史
を
追
跡
す
れ
ば
、

フ
ロ
イ
セ
ン
問
問
惜
企
業
を
除
く

コ
生

数
十
の
加
里
企
業
の
う
ち
、
そ
の
温
宇
の
夜
起
業
務
が
個
人
金
融
業
者
に
よ
り
櫓
賞
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
つ
い
明
日

さ
し
あ
た
り
正
規
の
銀
行
業
務
の
宰
奪
を
め
く
り
個
人
金
融
業
者
と
株
式
銀
行
と
の
樹
立
川
H
持
抗
が
展
開
せ
ら
れ
る
が
、
こ
h

し
に
も
「
1

必
和
い
恥
い
骨
ん
全
砂
動
4r
骨
九
川
副
官
」
が
見
出
さ
れ
る
o

加
車
工
業
の
資
本
集
積
集
中
が
港
民
し
資
本
需
要
が
宣
一
級
に
濯
す
る
ど
と

、
、
、
、
、

も
に
.
似
入
金
融
業
者
は
次
第
に
大
銀
行
に
よ
り
排
除
せ
ら
れ
、
主
す
ま
す
投
機
的
性
格
を
帯
び
た
業
務
分
野
に
の
み
話
勧
の
機
合
が

め

具
え
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
く
な
川
、
大
銀
行
の
優
位
が
確
立
せ
ら
れ
る
。

可
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
一
八
七
六
年
、
時
四
料
猟
占
を
企
園
し
た
「
加
且
シ

V
J
d
F
l
ト
』
が
成
立
し
亡
い
る
下
イ
ッ
加
担
工
業
は
、
加

呈
塩
養
源
の
函
か
ら
世
界
的
調
占
の
地
位
を
享
受
し
て
い
た
が
、
関
内
で
は
依
然
と
し
て
激
し
い
競
宰
が
続
い
て
い
た
o

そ
の
故
宮
本
集

ド
イ
ァ
濁
占
資
本
と
ベ
ル
リ
ン
ム
ハ
大
銀
行

第
b
十
一
雀

入
七

第
一
号

Y又
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ド
イ
ツ
濁
占
資
本
と
ペ
ル
リ
ン
六
大
銀
行

第
七
十
一
巻

^ y、、

第

骨

，̂ ^ 

中
の
所
産
と
し
て
、

褐
炭
抗
や
他
の
化
皐
企
業
な
ど
の
先
行

1
お
よ
び
後
績

1
生
産
階
梯
を
包
括
す
る
『
加
里
コ
ン
フ
Z

ル
ン
』
の
成

立
を
み
る
柄
占
段
階
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
凋
占
企
業
を
め
ぐ
る
ベ
ル
リ
ン
六
し
へ
銀
行
の
競
争
を
考
察
す
れ
ば
、
「
F
イ
ッ
銀
行
」
グ

ゲ
ヴ
エ
ル
.

ル
l
ブ

(00丘
m
己
福
田
昌
持

0
2
6唱
。
)
は
最
大
の
勝
利
者
と
し
て
登
場
し
て
く
る
。
「
ド
イ
ツ
銀
行
」
は
直
接
に
は
三
つ
の
鎖
山
共

タ
シ
ヤ
ヲ
ト
“

有
組
合
を
支
阻
す
る
に
ナ
ぎ
な
い
が
、
そ
り
濁
占
的
文
配
体
系
に
く
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
諸
銀
行
を
媒
介
と
し
て
、
加
旦
企
業
の
過
半

と
結
合
す
品
に
い
た
っ
た
。
ま
ず
、
「
ヒ
ル
ヂ
λ

ハ
イ
ム
銀
行
」
(
同

E
g
F
o
E常
国

Br)
お
よ
び
「
ハ
ン
ノ
ヴ
ァ

l
銀
行
」
(
出
自
白

ロ
ヨ
耳
目

g
回
目
同
町
)
の
活
動
に
よ
り
殻
反
し
た
多
数
の
加
星
企
業
を
包
括
す
る
『
ア
ユ
ル
ス
テ
ン
・
コ
ン
ァ
孟
ル
シ
』
(
司
日
早
自
内

S
，

B
E
)
へ
連
繋
七
た
。
と
の
コ
ン
ア
ヱ
ル
ン
は
傘
下
企
業
の
金
融
業
務
を
配
慮
す
る
「
ド
イ
ツ
パ
レ
ス
テ
イ
ナ
銀
行
」

(UE討
の

ro

可
丘
町
官
民
ロ
胸
囲

ωロ
『
百
回
。
ユ
官
)
を
支
臨
し
て
「
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
・
パ
ン
ク
』
と
な
し
、
一
底
金
融
的
に
も
自
足
す
る
副
引
を
一
不
す
点
に
特
色

が
み
ら
れ
る
だ
け
で
な
〈
、
コ
ン
ツ
品
ル
ン
の
族
心
に
持
株
H
H
金
融
合
社
「
商
業
蓮
合
』
(
回
目
白
仏
習
耳
目
日
開

E阻
P
の
し
が
位
置
す

も
-
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、

る
と
と
に
よ
り
具
彩
を
放
っ
て
い
る
ω
『
商
業
謹
合
』
は
東
エ
ル
ベ
の
土
地
貴
族
の
利
潤
H
H
地
代
を
工
業
運
輸
な
ど
の
諸
企
業
へ
投
下
す

る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
監
茶
役
に
は
ホ

1
ヘ
ン
ロ

1
へ
(
出
。
F
O旦
巳
冨
)
ケ
ム
プ
ナ

l
(同
盟
国
司
ロ
常
)
吉
ら
に
「
ド
イ
ツ
銀

伍

行
」
の
ク
レ
ン
ネ
(
問
5
5
0
)
な
ど
が
見
出
さ
れ
る
。
傘
下
加
旦
企
業
へ
は
シ
ュ
テ
イ
ン
ネ
ス
(
国

-PEEω)
テ
イ
ツ
セ
ン
(
叶
F
苫』

mg) 
な
ど
が
弧
〈
参
奥
し
て
お
り

ゴ

ν
ッ
エ
ル
ン
内
部
で
の
東
エ
ル
ベ
の
大
土
地
所
有
ラ
イ
ン
ヴ
ヱ
ス
ト
フ
ア

1
レ
Y

の
潤
占

資
本
お
よ
び
大
銀
行
資
本
の
絡
み
合
い
は
、
ド
イ
ツ
金
融
寡
頭
制
の
一
縮
聞
と
も
い
う
べ
き
構
成
を
一
示
し
て
い
る
。

「
ド
イ
y
銀
行
」
グ
ル
ー
プ
の
「
ベ
ル
ギ
イ
シ
ュ

セ
シ
銀
行
」
(
開

ωmg司
回
目
-
2
0
5
E
)

つ
い
で
、

メ
ル
キ
イ
シ
ェ
銀
行
」
(
国
南
問

zs-足
時
E
R
Z
窓
口
肘
)

「
L

U

/

セ
ン
信
用
銀
行
」
(
同

g
g再
開

Z
B富
田
且
巴
巴
は
、
間
ド
イ
ツ
の
石
炭

1
鍛
工
業
と

「
ェ
ッ

の
結
合
を
媒
介
に
、
加
旦
工
業
へ
す
ぐ
れ
た
連
繋
を
催
保

L
て
お
り
、
そ
の
主
要
支
柱
と
し
て
の
「
ヴ
イ
ン
テ
ル
ス
ハ
ル

コ
ン
ツ
エ
ル



y
』

B
O語
、
耳
目
白
岳
民
仲
詞
-
Z
Z
E
E
-
5
「
ド
イ
ツ
加
皐
企
業
コ

Y

ツ
思
ル
ン
』
(
ロ

E
E巳
百
同
色
目
当
耳
目
日
開
自
白
耳
ロ
)
の
ほ
か
に
.
二

O
儀
の
加
毘
企
業
と
結
合
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
ド
イ
ツ
銀
行
」

r
ル
1
プ
の
支
限
的
地
位
に
劃
抗
す
る

国
自
r
q
a内
日
ロ
一
は
「
閤
際
穿
孔
合
杜
」
(
円

D
Z
E且
E
B
H
O
回
。
宵
岡
田
色
白
宮
崎
仲
)

加
里
工
業
株
式
曾
祉
」
(
〉
白
耳

E
Z
E
o
p・
の
し
を
は
じ
め
一

O
飴
の
加
里
企
業
を
結
集
し
、

ず
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
形
成
し
て
い
た
c

そ
の
他
の
ベ
ル
リ
Y

大
銀
行
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
少
故
の
知
県
企
業
と
連
繋
し
て
い
る
が
、
こ

の
雨
グ
ル
ー
プ
と
比
肩
し
う
る
ほ
ど
の
カ
を
も
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
銀
行
資
本
は
・
「
発
行
業
務
」
に
お
い
て
ま
た
「
正
規
の
銀
行
業
務
」
に
お
い
て
‘
タ
ー
ル
染
料
工
業
部
門
の
場
合
と
ほ
う

っ
て
か
わ
っ
た
積
極
的
役
割
を
演
じ
、
加
里
工
業
的
資
本
集
中
に
た
い
し
て
屯
促
治
的
役
割
を
果
し
て
い
る
ω
が
、
『
加
車
シ
ン
ジ
ケ
ー

ト
』
の
濁
占
の
基
礎
は
弱
〈
‘
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
内
部
の
競
宰
・
ア
ヲ
ト
サ
イ
グ
ー
の
競
曹
の
た
め
、
猫
占
利
糊
の
確
保
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ

低
落
し
ゅ
く
利
潤
率
を
基
調
と
す
る
引
旦
工
業
部
門
に
お
い
て
は
、
問
F
イ
ツ
の
石
茨
日
H
鍛
工
業
の
資
本
集
中

1
潤
市
の
過
程
に
現
わ

れ
た
・
い
わ
ゆ
る
『
銀
行
の
工
業
政
伊
』
を
確
認
し
え
な
い
。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

最
後
に
、
加
里
工
業
の
資
本
所
有
の
構
造
上
の
基
本
的
特
質
と
し
て
注
目
す
べ
き
点
は
、
さ
き
に
も
鯛
れ
た
よ
う
に
、
東
エ
ル
ベ
の

、
、
、
、
.

土
地
貴
族
と
問
ヱ
ル
ベ
の
石
炭

1
鍛
工
業
を
基
軸
と
す
る
濁
占
資
本
家
と
が
、
銀
行
お
よ
び
個
人
全
融
業
者
の
務
行
業
務
を
蝶
介
と
し

て
、
大
き
な
比
革
を
占
め
て
参
興
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
加
里
工
業
の
企
業
形
態
は
株
式
舎
批
形
態
と
鎖
山
共
有
組
合
形
熊
と
に
分

ユ
シ
カ
a

M

V

ツ
タ
セ

た
れ
る
が
、
そ
.
の
株
式
の
大
部
分
は
東
エ
ル
ベ
の
土
地
貴
践
の
所
有
に
帰
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
鏑
山
持
株
の
所
有
者
の
基
幹
は

ヴ
ヱ
ス
ト
ア
ア

l

レ
ン
の
凋
占
資
本
家
な
の
で
あ
る
。

「
シ
ャ
ー
プ
ハ
ク
ゼ
ン
銀
行
」

の
金
費
本
を
す
一
臨
し
、
そ
の
傘
下
に
「
ア
ド
ラ

l

(凹

nFBω
岡田

Mmcm伶
ロ
喧

ω
O
F
O円

石
油

l
石
炭

l
傑

1
工
業
を
伝
合

明
ら
か
に
ラ
イ
ンド

イ
ツ
猫
占
喬
木
と
ベ
川
リ
ン
六
大
銀
行

第
七
ナ
一
省

y、
九

第
一
号

Y¥ 
7L 



ド
イ
N
Y

調
占
費
本
と
ベ
ル
リ
ン
六
大
銀
行

第
七
十
一
急

き

第
一
号

九
O

睦
品
回
目
印
n
y巳
g
p
sぇ
・
凹
・
印
ω・

位

同

』

口

句

F
Y
ロ
目
当
日
目

E
B
m
r片
岡
色
町
田
E
m片
岡
話
回
忌
同
国
・
出
・

HM胡

岨

出

』

-
P
F
O
Y
主
-m・
HN日
割

問

-
h
-
g
u
m
-
M
E
-
m・
5
「
シ
ャ

1
ア
ハ
ワ
ゼ
ン
銀
行
」
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
・
館
山
其
有
組
合

。宮n-
由
民
間
。
ロ
島
市
町
民
E
E何
回
の
ほ
か
に
、
司
ロ
旦
口
両
目
町
同
自
N
u
z
o巳
HO州
司
ロ
E
"
を
支
配
し
て
い
る
@

日

間

kr
の
お
σmfhvs・団・

H
a・
『
商
業
連
合
』
の
成
立
史
に
つ
い
て
は
、
同
巴
巴
且
日
目
p
国
民
巴

-HmENmEMpn同
町
同
日
E
Nぽ
2
ロ
mm岡
mmm=ai

n-MP出向。ロ

N
-
t
r
ω
口
町
]
巴
H
u
m
H盟
l
m
H
S
に
よ
れ
ば
、
一
九

O
五
年
、
東
エ
ル
@
へ
の
大
土
地
所
有
者
カ
1
凶
作
親
王
・
エ
ゴ
ン
侯
爵
・
グ
一
プ
ア

ト
侯
爵
・
ラ
テ
ィ
ボ
ー
ル
親
王
な
ど
が
、
マ
ダ
イ
ラ
保
護
地
建
設
曾
祉
を
三

O
O万
マ
ル
グ
で
支
配
す
る
た
め
マ

F
イ
フ
株
式
曾
枇
(
冨
E
E
E
P

の
む
を
創
設
し
た
。

ζ

の
企
聞
に
失
敗
し

τ以
来
、
投
資
富
山
世
の
性
格
を
と
り
、
一
九

O
入
年
に
『
商
議
連
合
株
式
曾
批
』
へ
輔
化
さ
れ
、
諸
企
業
の

証
容
参
興
の
ほ
か
に
、
貴
族
の
財
産
管
理
な
ど
を
行
っ
た
。
業
滋
白
謹
展
に
伴
い
、
資
本
が
不
足
し
、
大
銀
行
の
支
持
を
求
め
、
段
初
に
「
ベ
ル
リ
ン

商
業
銀
行
L

が
、
つ
い
で
そ
れ
を
排
除
し
て
、
「
ド
イ
少
し
銀
行
]
が
連
繋
し
た
G

そ
の
傘
下
回
加
旦
企
莱
D

一
引
同
巴
品
σ日
間
』
・

u・
へ
は
、
シ
コ
テ

4
シ
ネ
ス
お
上
び
テ
ィ
ツ
セ
ン
が
彦
興
し
て
い
る
。

時
間
目
〉
口
出
σ巴、
&
E・
印
口

u
l叩
・
ロ
∞
た
と
え
ば
、
『
グ
イ
ン
テ
ル
ス
ハ
パ
』
へ
は
、
西
ド
イ
y
の
大
産
業
家
、
ヒ
ル
グ
ン
ベ
ル
グ
(
町

田口
mα
ロ
宮
司
)
グ
リ
ム
ペ
ル
グ
(
の
ロ
日
σOHm)
ロ
I
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
(
同
O印。ロ
ω
昨
日
ロ
)
マ
ル
グ
ホ
フ

2
F
E毘
居
間
)
な

E
が
参
興
し
て
い
る
Q

同
刷
出
L
M
の
HOσ
「
ま
丸
山

H
S
1印
HH日
よ
述
の
ほ
か
に
、
『
加
且
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
』
の
主
要
な
も
り
の
一
と
し
て
『
が
ι

λ

テ
レ

1
ゲ
ル
シ
・

コ
シ
ヲ
ェ
九
ン
』
(
伊
の
目
耳
目
立
百
四
何
百
)
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
中
ド
イ
ヲ
信
用
銀
行
」
(
宮
田
町

E
E
H
R
H再
開
日

BUB-n)
的
、
干
培
に

I
る
「
ウ

、
、
、
、
、
、
司
、
、
、
治

L
ス
ト
ル
ー
ト
・
ヨ
ン
ツ
ル
テ
ィ
ウ
ム
」
包
日
可
E
'同
。
白
問
。
耳
目
日
)
泊
、
あ
ら
ゆ
る
銀
行
業
務
を
町
慮
し
て
い
る
。
ー

l
「
ベ
ル
リ
ン
商
業
銀
行
」

は
鏑
山
共
有
組
合
目

E
F
2岳
巳
「
印
岳
項
目

NV員
四
お
よ
び

P
の
'
当

HEm円
E
ロ
へ
、
「
デ
4

ス
コ
ン
ト
・
グ
ゼ
川
シ
、
フ
ト
」
は
旨
号

。吋回目。
σ自
と
由
。
日
古
島
と
へ
、
寸
ド
レ
ス
デ
ン
銀
行
」
は

HO羽田
E
t
出
O
F
E
E
P
ロ
E
m
n
E
B
ι
」『ロ
m昨
日
『
括

W
C
B吾
2
N
Oぬ
司
乙
Z
E

〆

同
日
mH
等
へ
、
さ
ら
に
、
「
ダ
河
川
ム
シ
ュ
タ
ツ
ト
銀
行
」
は

k
r
m・
阻
止
ιUE-FZOGI印
E
E
E刊
行
等
へ
パ
連
繋
し
て
い
る
。

拙
稿
、
よ
掲
論
文
、
買
六
六
彦
照
せ
よ
G

国

-kppω
宮
「

S
E・町田

5
白
l
凹

H
S
東
エ
ル
ベ
の
土
地
貴
院
の
加
星
企
業
へ
の
強
い
彦
興
は
も
と
よ
り
、
操
業
上
の
加
旦
肥
軒
の
使
用
に
そ

49 48 



町
一
因
が
あ
る
ロ

剛

A
爆
鐙
物
工
業
部
門
V

高
度
に
寧
事
的
性
格
を
有
す
る
爆
被
物
工
業
の
』
岳
か
の
や
一
冊
、
悶
営
企
業
か
占
。
か
と
こ
ら
で
あ

り
、
こ
の
分
野
に
お
レ
て
は
銀
行
資
本
の
活
動
は
最
初
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
燥
殻
物
工
業
の
私
的
狛
占
は
ノ
ー
ベ
ル
の

関
際
的
澗
占
の
一
環
を
な
す
位
置
を
白
め
て
い
る
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

七
0
年
代
ま
で
は
小
規
模
の
火
山
明
製
活
所
に
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
た
爆
強
物
工
業
部
門
は
、
ノ
ー
ベ
ル
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
稜
明
日
M

J

通
路
建
設

1
用
の
箭
要
激
増
、
さ
ら
に
陸
海
軍
需
の
噌
大
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
、

を
起
点
と
し
て
新
た
な
賞
展
階
梯
に
入
り
、
鍬
山
U
交

念
速
に
大
工
業
と
し
て
の
構
成
を
整
え
る
に
い
た
り
、

株
式
脅
祉
の
設
立
も
ま
た
、
大
部
分
が
七

0
年
代
か
ら
九

0
年
代
へ
か
け
て
、

わ
れ
て
い
る
。

わ
け
て
も
無
煙
火
嘆
の
殻
明
さ
れ
た
八
J

ハ
咋
以
降
に
行

と
と
ろ
で
、
務
本
力
の
一
巨
大
な
少
数
の
企
業
と
小
規
模
町
多
数
の
企
業
と
が
封
照
的
に
並
存
し
て
い
た
た
刷
、

f
I
ベ

ル
費
本
系
の
大
企
業
に
よ
る
潤
出
的
支
阻
は
、
容
易
に
確
立
せ
ら
れ
た
。
一
万
で
は
、
ダ
イ
ナ
可
イ
ト
工
業
に
お
い
て
、
八

O
年
に
最

つ
e

つ
い
て
八
五
年
に
主
要
岡
大
企
業
の
イ
ン
テ
レ
ツ
セ

ν
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
が
、
締
結
さ
れ
、

さ
ら
に
八
六
年

初
の
カ
ル
テ
ル
が
、

たテに。51)ルは
カミ ノ

f¥1 
七ベ
4ドル

に同
成際
エE グ。
しイ
てナ
い 7

7こイ
O ト

ト
ヲ

Pベ

ト
J、、
の
蓮
葉
由3

賢
王且
L 、

他
方
で
は
、

火
薬
工
業
の
主
製
四
大
企
業
の
利
潤
分
配
カ
ル

る、
岡、
家、か

的‘く
樹、し
占、て
と、、
の、ド
二、イ
重、ッ
構、燥
造、設
を物
有ご亡

し業
ての
し、 号司
る占
11' ，1 

南
部
門
の
カ
ル
テ
ル
が
八
九
年
に
統
一
さ
れ
る
に
い
た
り
、
爆
殻
物
工
業
の
私
的
淵
占
が
確
立
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ノ
ー
ベ
ル
費
本
の
園
際
的
調
占
の
一
環
を
な
す
ぷ
的
調
占
お
よ
び
そ
れ
と
並
列
す

悶
営
企
業
は
も
と
よ
り
、
私
企
業
に
た
い
し
て
も
、

銀
行
資
本
の
優
越
し
た
戦
略

的
地
牧
に
つ
い
て
論
ず
る
乙
と
は
出
来
な
い
。

少
数
の
凋
占
企
業
に
た
い
し
て
は
す
べ
て
の
銀
行
業
務
上
の
強
力
な
支
持
母
紅
色
を

ノ
ー
ベ
ル
費
本
の
凶
際
的
調
占
を
補
強
す
る
役

典
え
る
こ
と
に
よ
り
、
大
銀
行
費
本
は
ド
イ
ツ
爆
積
物
工
業
の
私
的
弱
占
と
癒
着
し
、

ド
イ
ツ
濁
占
資
本
と
ベ
ル
リ
シ
六
大
銀
行

第
七
十
一
巻

九

第
一
号

九



ド
イ
ヲ
猫
占
資
本
と
ベ
ル
リ
ン
六
大
銀
行

第
七
十
一
翁

九

第

号

九

割
を
岡
県
し
て
い
る
に
せ
よ
、
こ
の
郁
門
の
費
本
需
要
の
過
半
は
「
自
己
金
融
」
に
よ
り
、

好
企
業
へ
の
宜
接
交
付
に
よ
り
、
調
達
さ
れ
る
基
調
合
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

監
奈
役
源
遣
に
よ
り
表
現
さ
れ
て
い
る
大
銀
行
と
、
狗
占
企
業
と
の
連
繋
を
検
す
れ
ば
、

(ロ

z-sロ
Z
の
富
市
出
宮
町
民
#
)
が
、
ノ
ー
ベ
ル
系
の

F
イ
ッ
に
お
け
る
全
企
業
の
持
株
曾
吐
「
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
ノ
ー
ベ
ル

マ
イ
子
株
式
合
枇
」

(U
苫
田
丘
一

P
の

-g『自
-
P同
円
。
品
目
A
O
U巴
山
口
同
白
日
U
R
也
の
ほ
か
に
、
「
V
イ
ッ
爆
薬
株
式
合
祉
」

B
O
E
R
F
O

印
ロ
耳
目
四
回
吉
見

P
の・

5
同
田
口
町
民
間
)
お
よ
び
「
ラ
イ
ン
ヴ
A

ス
ト
フ
7
1
レ
ン
爆
薬
株
式
曾
祉
」
(
国
吉
田
町
n
F
E
4『
自
広
告
m
n
E
O

凹
胃
喜
四

m
Z同
〉
・
。
・
吉
岡
2
ロ
ペ
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
名
の
監
査
役
を
占
め
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、

ま
た
株
式
の
株
主
サ
ー
ク
ル
内
部
お
よ
び
友

「
デ
ィ
ス
コ
シ
ト
ゲ
セ
ル
シ
ャ
フ
ト
L

グ
イ
ナ

「
シ
ャ
ー
プ
ハ
ク
ゼ
ン
銀
行
」
は

と
の
部
門
最
大
の
「
合
同
ケ
ル
ン
-
ロ

y
ト
ヲ
イ
ヲ

1
火
藻
製
誼
株
式
合
枇
」
(
〈

O
B宮
前
官
開
。
-p'一回
0
3君
。
口
南
町
巳

40aω
耳目
r
g

E
F己
主
へ
、
「
ド
イ
ツ
銀
行
」
ほ
「
ド
レ
戸
J

テ
ン
・
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
株
式
曾
吐
」
(
ロ
司
自
色
固
め
守
口
『

E自
民

ω
U
2
r
s
u
B
a
g一

コ
そ
れ
ぞ
れ
一
名
の
監
茶
役
を
確
保
し
て
い
る
ω

も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
の
諸
企
業
は
す
べ
て
ノ
ー
ベ
ル
の
図
際
グ
イ
ナ
T

イ
ト

ト
ラ

ス
ト
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
蓮
繋
の
う
ち
に
、
下
イ
ァ
銀
行
資
本
の
欄
占
体
系
が
ノ
ー
ベ
ル
資
本
の
同
際
的
潤
占
体
系

帝
国
主
義
的
世
界
分
割
闘
年
に
お
い
て
共
同

1
提
携
し
て
登
場
す
る
一
基
盤
が
形
成
さ
れ
て
い
る
点
に
留
意

F
べ
き
で
あ

へ
癒
着
し
、

る。
睦

日
同
・
口

EV04命
♂
昏
孟
[
印
目
叫
帥
た
と
え
ば
、
爆
援
物
工
業
の
創
業
資
本
絹
は
、
九
O
万
マ
ル
グ
以
下
一
六
曾
位
、
九
O
t
一
E
O万
マ
ル
グ

七
曾
此
一
五

O
万
マ
刀
グ
以
上
六
曾
祉
と
な
っ
て
い
る
。

岡
山
口
町
ロ
界

N
P
苧
五
印

N
E
I間
同
盟

回
目
官
同
二
芝
山

g
u
l
p
山
富
山
自
・
凹
司
。

52 51 



補
一
民
一
上
述
以
外
の
ル
拍
車
工
業
企
業
と
ペ
九
リ
ン
六
犬
銀
行
と
の
連
繋
を
監
査
役
波
遣
を
指
標
と
し
て
補
足
し
て
お
こ
う
。
《
プ
ム
工
業
部
門
》

で
位
、
「
ド
イ
少
銀
行
」
が
吋
冊
目
目
指
百
回
白
巴
国
1

司
自
国
同
時
間
百
円
ロ
ロ
回
目
H

担
問
。
ロ
司
且
肖
持
何
回
宮
慰
問
]E

へ
監
査
役
首
席
一
名
‘
「
デ
ィ
ス
コ
ン
ト

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
」
が

5
5
5。阜
R
E
Cロ自
E
司

R
S
F宵
田

F
2
2
3
5
P
の
回
目
司
自
民
ロ
ユ
ω
・
冨
ヘ
監
査
役
二
名
、
を
占
め
て
い
る
ロ

さ
ら
に
、
《
肥
料
工
業
部
門
》
で
件
、
上
記
の
加
旦
企
葉
以
外
に
、
「
グ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
銀
行
」
が
主
要
な
窒
素
肥
料
曾
駐
の
一
で
あ
る
臣
官
-

Z
R
Z
印

z
z
g中
耳
耳
目
目
、
同
日
目
冨
皆
島
自
の
ほ
か
に
白
川
岳
当
日
府
間
旦
官
。
目
へ
告
一
名
の
監
査
役
を
、
「
ド
d
w
J
銀
行
」
が
丈
一
問
。
品

目
宮
町

O
B
-
-
h
C
宮
内
国
司
四

E
F
印凶

E
E
F
目。『
Eι
出
町
内
居
U

ヘ
監
査
役
主
席
一
名
を
、
「
デ
4

ス
コ
シ
ト
・
ゲ
セ
ル
シ
十
フ
ト
」
が
』
同
位
守

ロ
E仲
町
何
回
冊
目
ロ
目
。
司
2
耳
目
国
間
目
E
同
何
へ
監
査
役
首
席
一
名
を
碕
保
し
て
い
る
。
最
後
に
、
新
興
の
《
人
絹
工
業
部
門
》
に
お
い

τ燭
占
的
r

地
位
を
有
し
て
い
た

5
2
E
m
Z
の
E

E
品
目
宵
除
E
E
E
E
E白
に
た
い
し
て
つ
ト
イ
ツ
銀
行
」
が
監
査
役
首
席
一
名
を
有
し

τい
る
の

に
対
抗
し
て
、
「

F
ル
ム
シ
ェ
タ
ァ
ト
銀
行
」
が

F
E
E
E
o
同
E
m
Z
E骨
型
『
F
K
H
0・
E
P
E
r
E
1
m
冨
・
へ
既
査
従
首
席
二
名
を
占
め
て

い
た
。
与
一
れ
ら
の
部
門
に
つ
い
て
の
分
析
は
紙
幅
の
闘
係
で
割
愛
し
た
。

D 

石

油

工

業

ド
千
ツ
石
油
工
業
の
資
本
集
積
・
集
中
か
ら
凋
占
形
成
へ
の
渦
程
は
、

一
面
で
は
、

一
九
世
紀
末
す
で
に
世
界
石
油
市
場
に
君
臨

L

て
レ
た
ロ
ソ
ク
フ
エ
ラ
ー
の
「
ス
グ
シ
グ

1
F
石
油
合
枇
」
(
印

E
ロ
骨
片
品
。
ロ

P
・
)
の
競
宰
へ
の
封
抗
お
よ
び
こ
れ
へ
の
従
属
過
程
で

あ
る
と
と
も
に
、
他
西
で
は
、

ル

1
Y
F一ヤ

ガ
リ
シ
ヤ
な
ど
の
石
油
工
業
に
た
い
す
る
背
闘
主
義
的
支
配
の
確
立
過
程
と
か
た
く
結

び
つ
い
て
い
た
。

し
か
も
、
こ
の
過
程
に
、
ベ
ル
り
ン
六
犬
銀
行
、
わ
け
で
も
「
ド
イ
ツ
銀
行
」
、
の
主
導
の
も
と
に
一
不
さ
れ
る
最
も
強

、
、
、
ー
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
回
、

烈
な
銀
行
脊
本
の
イ
三
シ
ア
テ
ィ
プ
こ
吾
、
ド
イ
ツ
「
大
銀
行
の
外
閣
工
業
へ
の
計
画
的
侵
入
」
の
典
型
を
示
す
も
の
と
い
わ
な
け
れ

こ
、
に
、

F
イ
ッ
帝
園
主
義
の
失
兵
と
し
て
の
役
割
を
果
す
大
銀
行
資
本
の
位
置
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

ば
な
ら
な
い
。

ド
イ
ツ
濁
占
資
本
と
ペ
ル
リ
シ
六
大
銀
行

•• 

第
七
十
一
巻

九

第

号

九



ド摺

ィ-
y 

調
占
資
本
k 
ヘ
フL

リ

ユノ
占，、
大

銀
〆-
T丁

第
七
十
一
巻

九
四

第

号

九
四

ま
ず
、

vイ
ァ
闘
内
の
石
油
生
産
か
ら
4
4
察
し
よ
う
。

そ
の
起
点
は
六

0
年
代
に
遡
り
、
二
つ
の
中
心
ハ
ン
ノ
ヴ
ァ
ー
と
エ
λ

ザ
ス

を
占
有
し
て
い
た
。

ハ
ン
J
ヴ
ア

l
M開
A

エ
ー
ル
ハ
イ
ム
V

に
お
い
て
は
八

0
年
代
へ
入
る
や
.
試
掘
期
か
ら
脆
じ
て
石
油
熱
の
最
高
頂
に
建
L

J
ニ

一
企
業
の
誕
生
を
み
た
Q

が
、
『
ス
グ

Y
F
1
F
石
油
』
り
競
宰
に
政
北
し
・
資
本
集
中
の
所
産
と
し
て
八
七
年
に
・
「
合
同
ド
イ
ツ
石

(1] 
油
工
業
株
式
曾
肘
」

(
4
q
o
E円
四
百

U
E
Z己
西
口
同
MEgH-m民
国
語
耳
目
内
o
p
の
・
)
な
ど
の
一
一
一
企
業
に
よ
り
凋
占
が
確
立
さ
れ
る
。

し
な
が
ら

J
イ
ア
総
生
産
力
の
一

l
二
三
」
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
そ
の
意
義
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
o

仲

A

ヴ
イ

1

こ
v

の
石
油
生
産
は
九

O
作
代
末
ま
で
試
掘
期
に
属
し
、
九
七
作
ま
で
に
三
企
業
が
設
立
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
後
、
飛
躍
的

に
殻
展
し
‘
一
九

O
六
年
ま
で
に
七
四
企
業
の
創
立
を
み
、
そ
の
過
宇
は
ハ
ム
ブ
ル
タ
に
精
泊
施
設
を
有
し
て
い
た
u

す
で
に
、
ル

1

マエ

ヤ
石
油
工
業
の
帝
閥
主
義
的
支
配
に
着
手
し
て
い
た
大
銀
行
が
、

V
イ
ッ
原
油
生
産
力
の
三
分
台
一
[
畔
市
消
〕
を
占
め
る
ヴ
イ
1
ソ
宇
品
の

石
油
工
業
へ
注
目

L
K
の
は
一
九

O
三
年
で
あ
り
、
ま
ず
「
V
レ
ス
ヂ
ン

1
V
ャ
l

フ
ハ
ク
ゼ
ン
銀
行
」

r
ル
1
ブ

L 
カ当

(UEm含
耳
i

持
抗
し
て
、

印
各
自
阿
国
国

5
8
.
R
F
q
国
m
吉田

2
0
2
Hロ
の

E30)
が
ヴ
ィ

l
y
z
石
油
生
産
に
進
出
し
て
い
た
「
図
際
穿
孔
曾
位
」
を
支
慨
し
た
の
に

(同邑

2
3長
0

4
『

ENoe
ュ。・

「
ド
イ
ツ
銀
行
」
は
五
小
企
業
を
買
牧

L
て
「
ヴ
イ
1
ツ
ェ
石
油
工
業
有
恨
曾
肱
」

自

-v・
同
し
へ
集
中

L
、
「
ド
イ
ツ
圏
民
銀
行
」

h
Z
且
宮
S
F自
w
E同
U
E
E
n
E
B品
)
は
ず
イ

1
ツ
ヰ
最
大
の
「
セ
レ

1
ヴ
イ
l
y
z

石
油
生
産
株
式
曾
祉
」
(
の
旦
百
羽
目
耳
目

P
D・
2
H
開

E
S宮
司
吉
国
ロ
国
間
)
へ
参
典
L
た
。
そ
の
聞
.
セ
レ
l

ヴ
ィ

1
y
z
l
-
y
a
ず

ア
ル
ム
シ
品
グ
ッ
ト
鍛
道
の
開
通
に
よ
り
輸
送
費
が
低
下

L
.
企
業
利
得
の
増
大
を
み
た
た
め
、
創
立
熱
の
高
ま
り
を
生
じ
た
。

九

O
六
年
に
は
急
激
な
資
本
集
中
が
展
開
さ
れ
、

カミ、

ず
イ
1
ッ
ェ
金
主
要
企
業
の
合
同
か
ら
誕
生
し
た
「
ド
イ
ツ
鏑
油
工
業
株
式
合
枇
」

(
U
E
z
n
F。
冨
E
耳
色
町
阿
古
島
ロ
m
H
Z
o
k
r

。-Z
開
aHHMV

の
鶴
占
的
支
鹿
下
に
お
か
れ
た
u

こ
の
設
立
に
は
、
「
ド
イ
ツ
銀
行
」

r
ル



ー
プ
の
「
石
油
』
閥
係
の
全
企
業
の
持
株

1
金
融
曾
祉
で
あ
る
「
ド
イ
ツ
石
油
株
式
合
一
世
」

B
E
Z
n
r
o
H
M
O可
a
E目

P
のむ

お
よ

び
「
ジ
ャ

1
フ
ハ
ム
y
セ
ン
銀
行
」
「
園
際
穿
孔
曾
祉
」
が
参
加
し
て
担
り
、
そ
の
本
来
の
意
味
は
「
ド
イ
フ
銀
行
」
と
「
F
レ
ス
ヂ
ン
H
U

町内。

シ
ャ
ー
プ
ハ
カ
J

ゼ
γ
銀
行
」
グ
ル
ー
プ
と
の
h

y
ノ
ヴ
ァ
ー
に
お
け
る
石
油
利
害
の
癒
着
に
あ
っ
た
。

間
エ
ル
ザ
ス
一
八
七
五
年
の
ル
・
ベ
ル
の
試
掘
成
功
を
起
点
と
す
る
石
油
生
産
は
、
八
九
年
に
ル
・
ベ
ル
の
個
人
所
有
を
株
式

合
祉
へ
陣
形
し
h
L

「
ペ
フ
ケ
ル
プ
ロ
ン
石
油
繍
業
株
式
曾
枇
」
(
唱

R
F巴
F
2
2
5
q
O巳『
o
a唱
耳
r
o
p・
の
し
に
よ
り
そ
の
四
分
の
=
一

53叩
お
〕
が
産
出
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
に
三
企
業
が
存
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い

O

L
か
も
、
こ
れ
ら
の
四
企
業
も
九

O
五
六
年
に
、

個
人
金
融
業
者
「

2
2
こ
I
V
ン
商
曾
」

(
F
E旬
。

E
E
S印
Q
・
甘

E
Eお
よ
び
「
ラ
イ
ン
銀
行
」
(
思
豆
島
己
出

国

gr
日
野
自
己
)
の
主
導
す
る
銀
行
コ
ン
ソ
ル
テ
イ
均
J

ム
の
媒
介
で
、
九
九
年
に
設
立
さ
れ
て
い
た
下
イ
ッ
最
大
の
穿
孔
企
業
「
下

に
よ
り
貿
牧
さ
れ
、
全
エ
ル
ザ
ス
石
油
工
業
り
澗
占
が
確
主

イ
ッ
穿
孔
株
式
台
枇
」
(
ロ

E
Z己
出
、

H，HOBOF片
岡

2
0白
R
E
P
P
-
のし

し
た
。
と
こ
ろ
で
、

行
」
を
介
し
て
は
「
ド
イ
ツ
銀
行
」
が
、

ヲ
匂
。

」

の
企
業
の
-f 
ベ
て

72 
イ=
ンムι

豊議
! j を

Z思
令乎
レる
て
一寸

一寸ェ

T ッ
V 
t 

ア、

ず信
;:丹1
ilD-，(銀

ιε 
ー「

へ
ノレ

ギ
イ
y 

A 

メ
ル
キ
イ
シ
ュ
銀

(uzaHMOM-
∞aHHE 
が
結
合
し
て
い

か
く
じ
て
、

v
イ
ッ
石
油
工
業
は
、

十
る
二
大
企
業
「
V
イ
ク
穿
孔
株
式
脅
批
」
と
「
ド
イ
ツ
鏑
油
工
業
株
式
合
吐
」
と
に
よ
り
凋
占
せ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。

生
産
量
は
↑
九

O
六
年
に
八
寓
ト
ン
強
[
制
時
四
時
措
]
で
あ
り
、
圏
内
需
要
の
一
七
三
匹
を
充
足
し
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
、
土

地
所
有
者
の
要
求
す
る
高
率
地
代
に
よ
り
競
宰
鞍
に
不
利
な
立
場
に
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
.
外
閣
の
わ
け
で
も
『
ス
グ
Y
グ

l
F
石
油
』

「
T

イ
y
銀
行
」

r
ル
l
プ
お
よ
び
「
ド
レ
ス
デ
シ
H
H
シ
ヤ

1

フ
ハ
占
ツ
ゼ
ン
銀
行
」
を
支
柱
と

が
、
原
油

の
競
需
の
た
め
、
危
機
の
さ
中
に
お
か
れ
て
い
た
。

ド
イ
ヲ
濁
占
資
本
と
ペ
外
リ
y
六
大
銀
行

第
七
十
-
雀

九
五

第

号

九
五



ド
イ
ヲ
厨
占
資
本
と
ヰ
ル
U
γ

六
大
銀
行

第
七
十
一
往

第
一
号

九
六

九
占ノ、

『
ス
グ
シ
グ

1
F
石
油
』
の
ド
イ
ツ
園
内
市
場
侵
入
の
第
一
階
梯
は
、

九
0
年
代
ま
で
凋
立
し
て
い
た
大
石
油
輸
入
商
1
i
lた
と
え

ば
、
プ
レ

1
メ
シ
の
「
シ
ユ
ア
手
」
司
・
開
・
凹

a
E
R
O
)
「
p
l
ヂ
マ
ン
」
(
巧

-
Pヨ
&
盟
国
自
国
)

な
ど
ー
ー
を
そ
の
資
本
に
隷
属
せ
し

「
F
イ
ッ

ア
メ
り
カ
石
油
株
式
合
枇
」
己
臣
官
。
F
O
K
F日
耳
目
回
目
白

め
る
過
程
に
あ
り
、
敗
北
し
た
輪
入
商
は
一
九
世
紀
末
ま
で
に

を
基
幹
と
す
る
ロ
ッ
ク
フ
Z

ラ
1
系
の
諸
曾
一
位
へ
集
中

l
再
編
せ
ら
れ
た
。

口問
m
n
F
O
H』且円。
H
E
E
回
虫
色
H
R
-
E
P
)

篇s褒 (57)

ドイツの滑泊聡入

区蒜五Fコ司王;芸li;り
1900 I 453384 I 6773九 22427

1906 I 1U21883 I 6日3993I 127475 

単位 dz=2日Oポy I-~ 

つ
づ
く
第
二
階

梯
と
し
て
、

「
ス
グ
ン
グ
1
ト
石
油
』
の
闘
宰
目
標
と
さ
れ
た
の
は
、
地
方
の
精
立
大
石
油
商
で
あ
り
、

「
D
・
A
-
p
'
G』
〔
訂
拠
示
問
9
〕
お
よ
び
そ
の
姉
妹
脅
祉
は
各
地
に
石
油
貯
蔵
所
を
設
け
て
・
地
方
石

油
商
を
依
存
さ
せ
、
販
貰
地
域
と
債
格
を
指
定
し
ス
グ
ン
グ
1
ト
石
油
の
み
を
版
貰
せ
し
め
る
に
い
た
っ

た
。
さ
ら
に
石
油
タ
ン
ク
車
か
ら
の
供
給
に
よ
り
小
責
商
を
も
支
配
し
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
闘
君
原
理

『
油
源
か
ら
ヲ
ム
プ
ま
で
』
の
勝
利
が
賛
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
向
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
ス
タ
ン
ダ

l

卜
石
油
』
の
侵
入
に
時
抗
す
る
勢
力
は
如
何
に
形
成
さ
れ
た
か
。

，
V
イ
y
大
銀
行
費
本
は
、
石
油
が
動
力
H
H
燃
料
用
と

L
て
経
済
的
に
ま
た
軍
事
的
に
重
要
さ
を
ま
す
と

と
も
に
、
ル

1

7

品
ヤ
・
ガ
リ
シ
ヤ
さ
ら
に
ベ
ク
ー
の
石
油
工
業
の
帝
悶
主
義
的
支
聞
に
よ
り
、
ド
イ
ツ

石
油
工
業
の
基
礎
自
路
弱
さ
を
補
強
し
、

「
ス
グ
V

グ

I
V
右
油
」
へ
の
謝
抗
を
企
闘
し
た
。
す
で
に
、

ル
1

マ
一
一
ヤ
に
お
い
て
は
、
七

0
年
代
以
来
そ
の
鍋
道
網
建
設
の
た
め
に
ド
イ
ツ
資
本
が

l
「J
デ
ィ
ス

コ
ン
ト
・

2
ル
シ
ャ
フ
ト
」
主
導
の
も
左
陀

l
l投
下
さ
れ
て
お
り
、

vイ
ァ
銀
行
資
本
の
櫓
力
的
地
位
は
?
?
ニ
ヤ
政
府
と
比

層
し
う
る
ほ
ど
に
生
育
し
て
い
た
。
こ
の
侍
統
的
地
位
を
利
用
す
る
ド
イ
ツ
銀
行
資
本
が
、
一
九
世
紀
末
葉
、
ル

1

7

一
一
ヤ
の
石
油
開

殺
に
若
目
し
て
以
来
、
そ
の
石
油
工
業
は
本
格
的
に
殻
展
L
、
商
印

-
T
り
シ
ヤ
と
世
界
第
三
位
を
競
う
に
い
た
っ
た
。

か
く
し
て



ル
1
7
2
ヤ
の
「
石
油
』
は
閲
際
的
競
宰
四
一
環
と
し
て
大
き
く
浮
び
上
っ
て
き
た
。

自
母
国
間
骨

S
E
E
)
と
の
共
同
設
立
に
で
る
「
ハ

Y

7

1

商
工
銀
行
」
包
括

E
R
F
O
国
B

E昨
国
B
e
z
E
E
E号
官
)

「
プ
グ
ペ
ス
干
岡
際
石
油
品
同
社
」
(
一
切
白
骨
百
雷
同
舟
時
宮
雷
同

E
g
b
B
E
京
協
同
。
目
。
百
回
問
。
m
O
己・)

。。。
凹戸。

民
dl
 

b工、

そ
の
‘子

フラン曾

100.000.000 ..-

35.000.000 

30.000.000 

30.000.000 

15.000.000 

12.。日0.000

6.000..000 

3.500.000 

摺 7畢帥3

，，-マエヤ石油工業へ
技下された闘即J資本量

1906年基増。

2.5日0.000

「
ド
イ
ツ
銀
行
」
と
「
ワ
イ

1

y
銀
行
」
(
項
目
・

に
よ
り
九
六
年
に
、

計

を
士
見
回
し
て
い
た
が
、

25日.000.000

"ィ Y 資本
ノb四マ=ャ 。
ファンス 。
オランタt " 
イタ!J，.... " 

アメヲカ ク

イギりス 。
ベルギ戸 。
オ戸スト II..... " 
J、ンヌ'i!)- '1 

その柑z

ル
1
7
-
一

f
最
大
の
石
油
供
業
『
ス
テ
ゥ
1
ア
・
ロ
マ
ナ
』
(
印

H
2・

E
到
。
自
自
釦
)

を
設
立
し
て
い
た
が
、

ル
1
T
-
一
ヤ
石
油
資
磁
の

寸

vイ
ッ
銀
行
」
は
一
九

O
三
年
の

『
ス
テ
ウ

1
ァ
，
ロ
マ
ナ
』
の
改
組
に
際
し
て
八
百
万
フ
ラ
ン
の
新

有
望
な
こ
、
と
が
判
明
す
る
や
、

株
を
引
受
け
、
監
完
投
首
席
を
確
保
す
る
と
と
に
よ
り
、
オ

1
ス
ト

り
l

ハ
ン
ガ
り
1
資
本
か
ら
主
草
椿
を
奪
い
去
っ
た
。
ガ
り
シ
ヤ

『
シ
ョ

1
F
一
-
芳
』
(
司

E
B
H
E
E
K
F・c・

〔同町剛一
w
♂
に
お
い
て
も
、

出

nFO仏
国
皆
釦
)

「
ド
イ
タ
銀
行
」
は
そ
の
傘

下
の
『
石
油
』
閥
係
の
全
企
業
の
持
株
曾
祉
と
し
て
↑
九

O
四
年
に
「
ド
イ
ァ
石
油
株
式
曾
一
位
」

(ロ何回
H
m
n
F命
可
。
枠
内
包
虫
出
国

P
・のし

を
、
「
ヲ
イ

1
Y
銀
行
」
「
グ
ル
ム
シ
ュ
グ
ツ
ト
銀
行
」
「
下
イ
ッ
閲
民
銀
行
」
な
ど
六
行
の
協
力
の
も
と
に
、
設
立
し
、
石
油
の
生

産

l
加
工

1
販
寅
l
組
織
の
完
整
を
企
聞
し
た
。
わ
け
て
も
、
そ
の
主
要
目
標
は
東
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
『
石
油
』
に
欠
け
て
い
た
職
出

組
織
の
確
立
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
さ
ら
に
設
立
さ
れ
た
「
ド
イ
ツ
石
油
産
物
株
式
曾
祉
」

(
E
E
E
O
B
H
B
E
5
3含
E

P

P
E
同

ω日
『
号
四

)ρ
資
本
三
百
万
マ
ル
ク
の
う
ち
二
六

Q
万
マ
ル
ク
は
『
シ
Z

ル
』
(
回
目
出
口
寸
口
E
m宮

zhF叶
日
品
目
問
。
。
)
に
よ

り
所
有
さ
れ
て
い
た
た
め
、
汁
ド
イ
ツ
銀
行
」

r
ル
1
プ
は
『
ロ
イ
ヤ
ル

-
r
ツ
チ
・
シ
昌
ル

rifleフ
』
一
周
。
『
邑
巴
ロ
R
r
由
FEWMH

ド
イ
ツ
濁
占
資
本
と
ペ
ル
リ
y
六
大
銀
行

第
七
十
一
巻

賢
一
号

九
七

九
也



ド
イ
ツ
濁
占
資
本
と
ベ
λ

リ
シ
六
大
銀
行

第
七
十
一
浩

九
入

第

号

プh
l¥. 

。

B
高
)
と
提
携
し
て
『
ス
グ

Y
F
l
v
石
油
』
へ
の
封
抗
寸
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
パ
ク
l
[
お
町
J

に
お
い
て
も
フ
イ
ツ
石

油
産
物
株
式
合
杜
」
が
揮
稜
油
生
産

1
加
工
施
設
の
許
可
を
え
て
、
反
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
一
阜
の
主
力
『
ノ
ー
ベ
ル
・
ロ
ス
チ
ヤ
イ
ル

F

グ

λ
1
プ』

(Zoco--回。活
R
E氏
。

E
官
官
)

ω
 

γ
-
一
ヤ
の
『
石
油
』
巨
あ
っ
た
。

と
の
蓮
繋
を
賓
現
し
た
が

「

rイ
ッ
銀
行
」
の
活
動
の
力
点
は
あ
く
ま
で
ル

l

ル
ー
マ
ニ
ヤ
に
お
い
て
、

さ
し
あ
た
り
「
ド
イ
ク
銀
行
」
の
競
宰
者
と
し
て
獄
場
す
る
「
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
d

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト

1
プ
ラ

『
テ
レ
ガ
』

イ
に
レ
ー
ダ
ー
-
グ
ル
ー
プ
」

(pmnoロ
件
。
。
。
盟
国
R
F旬開
T
H盟
gnH同
町
品
。
円
。

E
召
@
)
は
、
生
産
曾
枇
と
し
ぺ
は
、

(
点
目
。
同
向
。
出
。
。
・
)
フ
ラ
ン
ス
資
本
「
可
ル
セ
1
ユ
石
油
工
業
株
式
合
祉
」
(
め

B官
官

冒

同

居

号

室

Z
B認
可
CHg宮
RE

mO己】
O)
と
と
唱
も
に
『
ず
ヱ
ガ
』

(
官
官
司
自
苦
日
亙
か
ら
『
プ
λ

予
グ
リ
』
(
凶
o
己

主

国

5
5
3
)

イ
平
リ
ス
目
イ
グ
リ
1
の
令
融
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
え
て
設
立
さ
れ
た

(
何
回
目
自
民

mnEO
吋

EE--oE耳
防
止
官
民
同

Hop-
の・

ado白内円、)

を
買
牧
し
、

を
設
立
し
、
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
資
本

こ
れ
ら
の
詩
曾
祉
は
一
九

O
七
作
に
、
フ
ラ
ン
ス

『コ

Y

コ
ル
ヂ
ィ
ア
』

(
n
B
E円品目
m
H
M
E
E
H
E
E
P・。・)

の
支
配
の
も
と
に
お
か
れ
る
に
い
た
っ
た
ω
ほ
か
に
、
金
融
曾
枇
と
し
て
れ
1
7
ニ
ヤ
資
本
と
の
共
同
設
立
に
よ
る
「
石
油
信
用
曾
枇
」
‘
 

(
の
芯
島
伸
ヲ
咋
円
。
】
臥
司
)
‘
販
貰
曾
祉
と
し
て
「
パ
り
石
油
工
業
株
式
脅
祉
」
(
。
。
日
Hvm四
E
O
宮
内
宮
且
2
0
H
H
o
ι
2
司
A
U
E
H
E
一司耳目
m)
を

編
制
下
に
牧
め
、
傘
下
の
『
石
油
』
閥
係
の
全
企
業
の
持
株
曾
批
「
一
般
石
油
工
業
株
式
合
枇
」

巴ユ
O
K
凶・

0
・
古
田
耳
HE)
を
裳
軸
、
と
し
て
い
た
o

と
こ
ろ
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
も
ま
た
『
シ
高
ル
』
へ
連
繋
す
る
o

と
い
う
の
は
、

(旨
H
m
o
H
E
5
3可。
-
2
8
8含目

『

テ
レ
ガ
』
の
原
油
は
『
ア
ク
ロ
ヲ
』
で
精
製
さ
れ
、
さ
ら
に
『
シ
ェ
ル
』
に
よ
り
輸
品
註
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

『
シ
ヱ
ル
』
と
「
F
イ

ッ
石
油
産
物
株
式
曾
枇
」
と
に
代
表
さ
れ
る
石
油
輸
出
組
織
に
依
存
す
る
必
要
か
ら
、

る
に
い
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
市
場
の
開
拓
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ガ
リ
シ
ヤ
の
『
石
油
』
の
支
配
に
力
点
を
お
い
た
。

「
ド
イ
フ
銀
行
」
グ
ル
ー
プ
と
の
持
抗
を
さ
け



さ
ら
に
、

「
下
レ
ス
ヂ

y
lシ
ヤ

T

フ
ハ
ウ
」
ぜ
V
銀
行
」
グ
ル
ー
プ
も
ま
た
、
「
閲
際
穿
孔
曾
枇
」
を
基
軸
に
し
て
ル
1
T
-
一
十
石
油

「
の
ロ
目
白
。
同

g
o
z
-
Z百
ロ

o日
常
m-

工
業
の
支
聞
に
一
石
合
投
じ
た
。
あ
の
オ

I
ベ
ル
シ
ユ
レ
ジ
畠
シ
の
大
貴
族
ド
ネ
ル
ス
マ
掛
タ

自
司
呉
)
石
炭
商
フ
り
1
下
レ

y
グ
l
(
司
・
司
ユ
包
辰
也
ι耳
)
オ
1
ス
ト

P

1
の
大
産
業
家
エ
コ
ノ
モ
ス
(
図
。
宮
司
刷
。
。
ロ
雪
国
。
m)
な
ど

の
協
力
に
よ
り
一
九

O
四
年
に
設
立
し
た
「
カ
ム
ピ
ナ
・
モ
レ
エ
」
(
の
凶
日
切
宮
町
富

R
E
?
p
p
)
を
、
さ
ら
に

1
パ
歩
合
同
銀
行
」

(
回
目
宮

:
2
.
C
E
S
司

Em)
の
協
力
を
え
て
一
九

O
六
年
に
『
レ
ガ
テ
ウ
ル
・
ロ
マ
ン
』
(
刻
。
官

E
国
自
主
へ
酷
問
屋
せ
し
め
た
。

第 8褒 (01)

主要石泊曾祉の原泊窪田量四 1907年
基準。()内問は全A-マ=ャ原油
生産量にたい十る比。

1冶IegaOiI. Co目

Steaua Rom皿a

E噌 atulRo回目

Bustcnari 

. Romano Americana 

3356臼ドシ
(31.46%) 

2佃588 ~， 
【18.45拓)

129054 ~， 
(11.42%) 

88181 ~， 
(7.81%l 

49451 ~， 
(4.35%) 

42343 ~， 
(3.75%) 

「
王
立
オ
ラ
ン
ダ
石
油
曾

そ
の
の
ち
〔
↑
柏
戸
〕
、
蘭
印
最
大
の
石
油
企
業
、

祉
」
(
開
。
且
同

-roFZ凶
色
司

H
S
a
a
n
z
p
w肯
o-E日
同

go--・)

の
傘
下

Internationala 

に
あ
る
『
ア
ス
ト
ラ
』

(kpm
可
ω)
と
の
合
同
に
よ
り
、

『
ア
ス
ト
ラ
・
ロ

マ
ナ
』

(pm可
ω
周
吉
凶
自
国
)
を
設
立
す
る
に
い
た
り
、

きび
入『
れノ
ら 1
れベ

る"
に-
L、ロ

たス

売問ミ
イ

Jレ

ド
』

の
反
ロ
ッ

ク

ア
z 

『

ラ シ

陣 Jレ
営』
へお
~I よ

か
く
し
て
、
ル
1

y

z

ヤ
の
『
石
油
』
を
め
ぐ
る
競
宰
の
基
調
を
な
す

も
の
は

『
ス
グ

v
r
I
F
石
油
』
主
導
下
の
ア
メ
り
カ
資
本
を
世
田
頭
せ

し
め
な
い
よ
う
に
企
闘
す
る
反
釘
勢
力
の
結
集
で
あ
っ
た
。

と
い

5
の
は
、
世
界
第
二
位
の
生
産
力
を
も
っ
パ
ク
1
の
支

と
こ
ろ
で
、
こ
の
封
立

1
持
抗
は
一
九

O
六
年
に
最
高
頂
に
達
し
た
。

配
者
『
ノ
ー
ベ
ル
ロ
ス
チ
ヤ
イ
ル
ド
』
の
ド
イ
フ
に
お
け
る
販
寅
組
織
寸
V
イ
ツ

ロ
シ
ヤ
欄
張
油
輸
入
株
式
曾
祉
」

B
o
E呂
町
中

月

E
E
R
F
O
Z
8
F富
山
田
口

O内仲間
B
E
E
n
E弘
仲
自
国
再
出
口
)
と
「
下
イ
ツ
銀
「
打

L
r
ル
I
プ
の
「
で
イ
ツ
石
油
産
物
株
式
合
粧
し
と
の

ド
イ
ツ
淘
占
資
本
と
ベ
凡
リ
ン
六
大
銀
行

第
七
十
一
魯

九
九

第
一
号

九
九



統
一
か
ら
生
れ
た
『

D

第
一
号

P

V

・
G
』
日
「
F
イ
ツ
石
油
販
寅
株
式
合
祉
」
(
ロ

E
g
n
Z
E
H
E一
宮
同
国
司
耳
目
自
民
聞
の

g
色
mngp)

を
基
軸
に
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
り
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
シ
ヤ
・
ォ
1
1
1
r
り
ー
な
ど
の
諸
曾
祉
の
参
加
の
も
と
に
、
『

E
P

U
』
U
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
石
油
同
盟
有
限
脅
批
」
(
同
日
。
由
民

m
S
O
H
ι
E
B
-
n自
己

d
目
。
ロ
の

O盟
国

-
E・
E
・
-
同
・
宮
国
内

O
E
S
)
が
設
立
さ
れ

回

た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
組
織
が
ガ
P

シ
ヤ
の
『
石
泊
』
を
手
巾
に
牧
め
て
い
た
「
ヂ
イ
ス
コ
ン
ト
グ
ゼ
ル
シ
ャ
フ

ト
H
H
プ
ラ
イ
ヒ

V
1
グ

l

r
ル
1
フ
」
を
引
き
入
れ
る
の
に
失
敗
し
た
の
を
契
機
に
、
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
で
ロ
ッ
ク
フ
Z

ラ
1
系
の
「
ア

y

r
ロ
・
ア
メ
リ
カ

y
石
油
脅
舵
」
(
旨
民
同
O
K
F
B耳
目
-n
自
Q
口
。
。
L

ド
イ
ツ
調
占
資
本
と
ベ
ル
リ
ン
ム
ハ
大
銀
行

第
七
十
一
曾

O 
O 

一O
O

と
『
ノ
ー
ベ
ル
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
』
の
「
イ
ギ
リ
ス
石
油
曾

社
」
(
国
民
仲
間
m
E
F
時
邑
E
E
。。・)

と
の
妥
協
、
つ
い
で
ド
イ
ツ
で
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
系
の
『

D

A

P

-

G
』
に
た
い
す
る
『

D

G
』
は
、
F
・

v
・
G
』
の
屈
服
、
に
よ
り
早
く
も
一
九

O
七
年
に
『
ス
グ
Y
グ
l
ド
石
油
』
の
勝
利
へ
の
途
が
開
か
れ
た
。

『
ス
グ

Y
F
1
7
石
油
』
の
利
訴
に
反
す
る
企
闘
を
一
切
阻
止
す
る
麗
汎
た
楳
限
を
確
保
し
て
、
般
針
組
織
を
潰
滅
せ
し
め

、.、、

G
』
は
つ
い
に
一
九
一
二
年
に
い
た
り
、
『
良
俗
に
反
す
る
』

R
D
A
，

p
・

と
し
て
契
約
無

「
ハ
ム
プ
ル
ク
上
級
地
方
裁
判
所
」
へ
の
提
訴
に
よ
っ
て
も
、
若
干
の

販
寅
地
域
『
か
ん
す
る
基
本
的
規
定
は
存
観
し
た
た
め
、
『
ド
イ
ツ
に
閑
家
猟
占
の
賞
現
し

た
場
合
に
、
こ
の
契
約
は
効
力
を
失
う
』
も
の
と
す
る
一
項
を
援
用

L
自
己
防
衛
の
た
尚
一
周
家
漏
占
確
立
を
計
る
こ
と
が
、

的

銀
行
」

r
ル
1
プ
に
と
り
無
僚
件
に
必
要
と
な
っ
た
。

る
た
め
に
と
の
「
契
約
」
を
利
用
し
た
。
『

D

P

・
V

効
を
宣
言
し
、
歴
起
的
諸
規
定
か
ら
菟
れ
よ
う

K
L
r
。
iJr. 

保
項
が
緩
和
さ
れ
た
に
止
ま
り
、
債
格

「
ド
イ
ァ

グ
ポ
イ

y
ナ
1

(の

5
5耳
)

の
主
導
の
も
と
に
そ
の
全
猟
占
体
系
を
動
員
し
、

『
ス
グ
ン
グ
1
ド
石
油
』
の
『
経
桔
』
に
反
射
す

る
『
愛
図
的
』
プ
ロ
バ
ガ

Y
Fを
展
開
し
、

か
ら
離
れ
て
い
る
「
ヂ
イ
ス
コ

Y

ト
F
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト

l
プ
ラ
イ
ヒ
レ
ー
ダ
ー

-r
ル
I
プ
」
は

石
油
専
買
を
主
張
す
る
「
ド
イ
ツ
銀
行
」
グ
ル
ー
プ
の
立
場
に
た
い
し
て
、

寸
下
イ
ッ
銀
行
」
の
利
己
的
関
心
を

『

E
F
U』
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